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学生へのメッセージ

ENDO KOGYO CO., LTD.

★

No.069
一般機械

ものづくり現場の
組立・搬送作業をサポート
「バランサー」は工具や重量物を空中保持し昇降操作を行
うための機器です。吊り荷の重量を負担し“無重力化”す
ることができますが、さらに、重量をすばやく自動検知
し、静止からの滑らかな昇降動作を実現する「電空バラ
ンサー」を自社開発しました。圧縮空気で駆動するエア
バランサーを電子制御で圧力調整し、「軽い」だけでなく

「簡単に」「速く」、あた
かも人の手で行うよう
な操作性で重量物の搬送が可能になりました。
熟練工や力のある作業者でないと難しい作業を
慣れれば容易にできるようにしたり、複数人で
行う作業を一人作業にしたりと、作業効率アッ
プや人手不足解消に貢献、ものづくりの現場で
大きな反響と注目を集めています。

こんなものを造っています!

電空バランサー

フライホイールの組付け作業に使用
される電空バランサー

遠藤工業株式会社

※QRコードより
ホームページを
ご覧いただけます。

〒959-1261
新潟県燕市秋葉町3-14-7
TEL.0256-62-5131
FAX.0256-62-5772
http://www.endo-kogyo.co.jp/

お問い合わせ先
TEL.0256-62-5131（経営管理部 人ࡐ։ൃグループ）
Email：noCuko.ZokoZama@enEo-kogZo.co.jp

交通アクセス
JRԏ駅より1.3㎞
৚ԏICより3.0㎞ࡾ

「重い」を「軽い」へ変える挑戦
懸垂機器「バランサー」の総合メーカー

リフティング•マテハン機器｢スプリングバラン
サー」はゼンマイの張力で工具を懸垂して作業負担
を軽減し、組立現場に広く普及しています。スプリ
ングバランサーのトップランナーとして長年この分
野を牽引してきた当社は、2020年にエア駆動のバ

ランサーに電子制御をかけ合わせた進化版｢電空バ
ランサー｣を､ その３年後には電気駆動の｢サーボバ
ランサー｣を相次いで開発｡ 高機能機種を拡充し、
先進の「総合バランサーメーカー」への転換を進めて
います。

会社概要

代表者名 遠藤　峻
資 本 金 6,000万円
年　　商 44億251万円
従業員数 193人

（男162人：女31人）
平均年齢 43.7歳
設立年月 1935年5月

主な拠点

エコファクトリー、本社営業部（新潟県
燕市）/営業部：東京（千代田区神田東松下
町）、大阪（大阪市浪速区）/営業所：名古
屋（名古屋市中区）、九州（福岡市博多区）/
ENDO KOGYO INDIA PVT.LTD./遠 藤
（上海）機電設備有限公司

沿　革

1935年、洋食器他の製造販売を目的に
会社設立。その後工作機械の開発・製造
に着手、以来製造現場で使用される産業
用機械・機具を中心に事業を拡大、現在
に至る。

事業内容

荷役機器（スプリングバランサー、エア
ホイスト、エアバランサー）・給電機器
（ケーブルリール、スリップリング）・環境
機械（破砕機）の3商品群。全商品を自社
開発・設計・生産し、自社ブランドで販売。
アフターサービスにも力を入れている。

1985年　 Double Helix（洋食器）がNY近
代美術館Permanent Design 
Collection入り

1990年　新潟県産業振興賞
2005年　 電力有効活用優良事業場会長賞

働き方等▶P.154代表取締役
ԕ౻　फ़

近年、当社の荷役機器を活用して｢性別や年齢を問わずさ
まざまな人が使いやすい設備環境を整えたい」という多く
のお問い合わせをいただき、ダイバーシティ・マネジメン
トに取り組まれる企業の増加を肌で感じています。私た
ちも社員一人ひとりの違いを認めあった上で活かしあう
ことを心がけるとともに、AIやIoTなど新しい技術を取り
入れて時代の変化に沿う商品開発に勤しみ、お客様にとっ
てなくてはならない企業となることを目指しています。

求める人材
ユーザーにとって価値ある企業であるために、ものづく
りが好きで、好奇心を持って技術や知識を磨き・人を結び・
世界に羽ばたく人材を求めています。

ひとに優しく・人に易しい商品開発で、
なくてはならない企業へ

インターン等受入あり

学生へのメッセージ

AIRMAN CORPORATION

★

No.068
一般機械

会社概要

代表者名 佐藤　豪一
資 本 金 34億1,654万円
年　　商 543億円
従業員数 517人

（男433人：女84人）
平均年齢 37.1歳
設立年月 1938年5月

主な拠点

東京本社（東京都新宿区）
ほか全国15か所

沿　革

1938年の設立と同時に定置式往復動コ
ンプレッサの製造・販売開始。1968年独
自技術でスクリュコンプレッサ完成。コ
ア技術を活かし名実ともに世界一のメー
カーを目指している。      

事業内容

建設用エンジンコンプレッサ、産業用
モータコンプレッサ、エンジン発電機、
高所作業車等の製造・販売。
〈関係会社〉
・株式会社エーエスシー（全国11か所）
・イーエヌシステム株式会社（新潟県燕市）
・株式会社ファンドリー（新潟県燕市）
・HOKUETSU INDUSTRIES
   EUROPE B.V.（オランダ）
・AIRMAN ASIA SDN. BHD.（マレーシア）
・AIRMAN USA CORPORATION（アメリカ）
・上海復盛埃爾曼機電有限公司（中国）

働き方等▶P.154

例えば、屋外設置可能な
工場設備用コンプレッサ
当社の工場設備用コンプレッサPROAIR ASシ
リーズはクラストップ性能の空気量を誇り、お
客様の省エネに貢献しております。その中でも屋外設置型コンプレッサSMSシ
リーズは、スペースを有効に活用することができる、換気対策が不要なため更な
る省エネが図れる、など多彩なメリットがあり好評を得ています。主な特徴は①

当社独自の防雨構造－雨水の侵入を防ぐ
ため吸排気部にはルーバー構造を採用。
②徹底した低騒音化－吸排気通路の迷路
化、冷却ファンのインバータ化による低
騒音化。③環境汚染防止－万が一潤滑油
が漏れた場合の流出防止として機内に防
油堤を設置、などです。今後もお客様の
多彩なニーズに応える製品開発を行って
いきます。

代表取締役
佐౻　߽一

こんなものを造っています!

株式会社AIRMAN
〒959-0293
新潟県燕市下粟生津3074
TEL.0256-93-5571
FAX.0256-94-7567
http://www.airman.co.jp/ ※QRコードより

ホームページを
ご覧いただけます。

お問い合わせ先
TEL.0256-77-5277（人事՝　࠾༻୲౰）
Email：airman.saiZo@airman.co.jp

交通アクセス
JRԏࡾ৚駅より7㎞

創立80年以上の歴史を持つエアーコンプレッサのトップメーカー。
「クリーンな空気」をエネルギーに変える技術で世界へ。

まちに、暮らしに、AIRMANが創る未来があるー
1938年の創業以来培ってきた空気圧縮技術、油圧
技術、それらの制御技術などを駆使して生産される
製品群は、目立つような機械ではありませんが私た
ちの暮らしを支えている暮らしに必要不可欠な製品

です。ポータブルコンプレッサは国内シェア約8割
で国内No.1。併せて、エンジン発電機、高所作業
車は高いシェアを誇り様々なシーンで役立っていま
す。

当社は長い歴史を有する企業であり、自由な社風があると感じています。
社員が同じベクトルに向かっており、自分の思ったこと、やりたいことが
反映できる会社です。グループの方針に沿った上で、個々の部門での自主
性に任せて、それぞれの現場で考え、自分たちで改善していく。そして、
創意工夫を汲み上げる企業風土が浸透しています。
私が目指す会社は、今の企業風土を礎とした「上から下まで風通しの良い
会社」です。言い換えれば、「トップダウン」と「ボトムアップ」が融合した会
社・組織であり、世界で通用するグローバル企業です。

「トップダウン」と「ボトムアップ」を融合
して、世界に羽ばたくグローバル企業へ

屋外設置型コンプレッサSMSシリーズ

コンプレッサの心臓部となるスクリュロータ

インターン等受入あり
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